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今月の表紙

稲刈り風景

広報紙をスマホに配信します
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算算決決
決決 告告

算

板倉町の板倉町の
令和３年度

ど
に
よ
り
、
５
，１
１
０
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他　

前
記
以
外
の
収
入
で
す
。

前
年
度
に
比
べ
３
，３
７
７
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
総
額
は
、59
億
９
，１
３
９

万
円
、対
前
年
度
11
億
６
，５
８
６

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

民
生
費　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
非
課
税
世
帯

や
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
な
ど
に
よ
り
、３
億
８

９
６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費　

特
別
定
額
給
付
金
給
付

の
終
了
な
ど
に
よ
り
、14
億
５
，８

４
８
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

衛
生
費　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、９
，１
７
８
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

教
育
費　

学
校
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

の
整
備
終
了
な
ど
に
よ
り
、１
億

３
６
８
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費　

平
成
29
、30
年
度
の
借

り
入
れ
の
返
済
が
始
ま
っ
た
た

め
、５
３
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

土
木
費　

道
路
整
備
費
の
増
な
ど

に
よ
り
６
５
６
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

消
防
費　

避
難
場
所
整
備
事
業
の

開
始
な
ど
に
よ
り
、２
，３
７
７
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費　

土
地
改
良
事
業

や
水
路
整
備
の
一
部
終
了
な
ど
に

よ
り
１
，８
７
５
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
係

82

－

６
１
２
６

　

一
般
会
計
は
、
令
和
２
年
度

の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
が

終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

歳
出
総
額
、
歳
入
総
額
と
も
に

前
年
度
に
比
べ
大
幅
な
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

基
金
残
高
は
、
前
年
度
の
歳

入
歳
出
差
引
残
額
の
一
部
や
、

交
付
税
の
増
額
分
な
ど
を
積
み

立
て
た
た
め
27
億
７
，５
６
２

万
円
か
ら
32
億
３
，１
５
１
万

円
へ
と
４
億
５
，５
８
９
万
円

増
加
し
、
借
入
金
残
高
は
、
平

成
29
、
30
年
度
の
臨
時
財
政
対

策
債
返
済
を
始
め
た
た
め
、
43

億
５
，９
３
０
万
円
か
ら
42
億

９
，２
６
８
万
円
へ
と
６
，６
６

２
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
８
億

８
，４
８
１
万
円
へ
と
１
億
５
，

８
８
８
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
基
金
へ
の
積
立
と
令

和
４
年
度
の
事
業
費
に
充
て
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

￥

基
本
的
な
行
政

基
本
的
な
行
政

運
営
の
た
め
の
会
計

運
営
の
た
め
の
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
総
額
は
、
68
億
７
，６
２

０
万
円
で
あ
り
、
対
前
年
度
に
比

べ
10
億
６
９
８
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

町
税　

当
町
に
お
け
る
主
要
な
収

入
で
す
。
前
年
度
に
比
べ
約
１
．

８
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金　

令
和
２
年
度
に
実

施
し
た
、
特
別
定
額
給
付
金
が
終

了
し
た
た
め
、
大
幅
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

地
方
交
付
税　

臨
時
経
済
対
策
費

等
の
増
額
が
あ
り
、
前
年
度
に
比

べ
約
２
億
８
，３
４
３
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

繰
越
金　

前
年
度
の
歳
入
歳
出
差

引
残
額
が
持
ち
越
さ
れ
、
令
和
４

年
度
の
収
入
と
な
り
ま
す
。

県
支
出
金　

県
補
助
を
受
け
て
い

た
農
地
の
整
備
事
業
の
終
了
な
ど

に
よ
り
、
１
，１
７
４
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

地
方
消
費
税
交
付
金　

２
，６
０

３
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
交
付
金
の
う
ち
社
会
保

障
財
源
化
分
１
億
９
，９
４
０
万

円
は
、
福
祉
医
療
費
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
社
会
保
障
関
係
経
費
の

財
源
に
充
て
ま
し
た
。

町
債　

交
付
税
の
不
足
分
を
ま
か

な
う
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
な

事業名 歳入総額 歳出総額 差引残額
令和３年度 令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度 令和２年度

後期高齢者医療 １億7,588万円 １億6,491万円 １億7,343万円 １億6,304万円 245万円 187万円

国民健康保険 19億3,800万円 19億   299万円 18億5,484万円 18億6,511万円 8,316万円 3,788万円

介護保険 12億8,135万円 13億   542万円 12億4,049万円 12億5,988万円 4,086万円 4,554万円

下水道事業
２億1,022万円 １億9,742万円

１億9,035万円 １億7,394万円 1,987万円 2,348万円
（702万円） （0円）

下水道事業の（　　）内は、歳入総額のうち一般会計からの基準外繰入金

■特別会計決算額

特別会計￥ 一般の歳入・歳出と区分して経理を明確にするために法令や条例に基づいて設ける会計

■健全化判断比率
区分 令和３年度 令和２年度 早期健全化基準

実質赤字比率 － － 15.00％
連結実質赤字比率 － － 20.00％
実質公債費比率 6.2％ 5.5％ 25.00％
将来負担比率 － － 350.0％
○実質赤字比率は、実質赤字ではないため「－」と表示
○連結実質赤字比率は、実質赤字ではないため「－」と表示
○将来負担比率は、将来負担額に充てることができる財源等が将来
負担額を上回っているため「－」と表示

一般会計歳出決算額 一般会計歳入決算額

令和３年度 令和２年度 増減率
42億9,268万円 43億5,930万円 △1.5％

一般会計地方債（借入金）現在高

○地方債（借入金）現在高は一般会計のみ掲載

億９，１３９万円
（令和２年度比－16.3％）５９ 億７，６２０万円

（令和２年度比－12.8％）６８

財政状況は健全
健全化判断比率は基準値以下

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき令和３年度決算に基づく健全

化判断比率および資金不足比率を公表します。いずれの比率も財政上問題がある

と国が判断する「早期（経営）健全化基準」を下回っています。

■資金不足比率
特別会計の名称 令和３年度 令和２年度 経営健全化基準
下水道事業特別会計 － － 20.0％
○資金不足比率は、資金不足でないため「－」と表示

実質赤字比率 町の一般会計における赤字の程度が、町の財政規

模に対してどれくらいの割合かを示すもの

連結実質赤字比率 町のすべての会計における赤字の程度が、

町の財政規模に対してどれくらいの割合かを示すもの

実質公債費比率 町の一般会計が負担する借入金の返済費やこ

れに準じるものの支払が、町の財政規模に対してどのくらいの割

合かを示すもの

将来負担比率 町の一般会計が将来負担すべき実質的な負債が、

町の財政規模に対してどのくらいの割合かを示すもの

資金不足比率 町の下水道事業特別会計の資金の不足額が、事業

の規模に対してどれくらいの割合かを示すもの

内訳 令和３年度 令和２年度 増減率
財政調整基金 28億3,892万円 23億8,424万円 19.1％
減債基金 　　6,923万円 　　6,921万円 0.0％

その他特定目的基金 ３億2,335万円 ３億2,217万円 0.4％
合計 32億3,151万円 27億7,562万円 16.4％

一般会計積立金現在高 ○積立金は一般会計のみ掲載

整備された電子黒板（西小学校）

新型コロナウイルスワクチン接種の様子

内訳 令和３年度 令和２年度 増減率
町税 22億2,579万円 21億8,606万円 1.8％

地方交付税 15億6,052万円 12億7,709万円 22.2％
国庫支出金 ８億8,769万円 22億2,162万円 △60.0％
繰越金 ７億2,592万円 ５億9,188万円 22.6％
県支出金 ４億1,506万円 ４億2,680万円 △2.8％
町債 ３億5,550万円 ３億   440万円 16.8％

地方消費税交付金 ３億5,449万円 ３億2,846万円 7.9％
繰入金            192万円 ２億3,133万円 △99.2％
その他 ３億4,931万円 ３億1,554万円 10.7％
歳入合計 68億7,620万円 78億8,318万円 △12.8％

内訳 令和３年度 令和２年度 増減率
民生費 19億7,776万円 16億6,880万円 18.5％
総務費 12億   929万円 26億6,777万円 △54.7％
衛生費 ５億9,209万円 ５億     31万円 18.3％
教育費 ５億6,829万円 ６億7,197万円 △15.4％
公債費 ４億3,364万円 ４億2,834万円 1.2％
土木費 ４億2,353万円 ４億1,697万円 1.6％
消防費 ２億9,393万円 ２億7,016万円 8.8％

農林水産費 ２億8,621万円 ３億   496万円 △6.1％
その他 ２億   665万円 ２億2,797万円 △9.4％
歳出合計 59億9,139万円 71億5,725万円 △16.3％

歳出 歳入

用語解説 町税…町民税や固定資産税などの税金／地方交付税…財政状況に応じて交付
される税金／国庫支出金・県支出金…特定の事業を行うために国や県から交付される補
助金など／繰越金…前年度からの持ち越し金／町債…借入金／地方消費税交付金…消費
税の一部からの交付金／繰入金…基金や特別会計からの繰入金

用語解説 民生費…幼児や高齢者などの福祉に使用／総務費…町の一般的な管理
事務に使用／衛生費…ごみ・し尿の処理や住民健診に使用／教育費…小中学校や
公民館の経費、文化･スポーツ活動に使用／公債費…借りたお金の返済に使用／土
木費…道路や河川、公園などの整備・維持管理に使用／消防費…消防・防災のた
めに使用／農林水産費…農業や畜産業の振興、土地改良などに使用
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選挙区分
公営の有無

供託金額選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター

選挙運動用
ビラ

県知事 ○ ○ ○ ３００万円

県議会議員 ○ ○ ○ ６０万円

市長 ○ ○ ○ １００万円
（政令指定都市２４０円）

市議会議員 ○ ○ ○ ３０万円
（政令指定都市５０円）

町村長
×
⬇
○

×
⬇
○

×
⬇
○

５０万円

町村議会議員
×
⬇
○

×
⬇
○

頒布不可
⬇

頒布解禁　公営対象

なし
⬇

供託金導入１５万円

令和５年４月に、４年に１度の統一地方選挙が行われます。統一地方選挙は、有権者の選挙へ令和５年４月に、４年に１度の統一地方選挙が行われます。統一地方選挙は、有権者の選挙へ

の関心を全国的に高めることなどを目的として全国一斉に行われます。板倉町に関係する選挙の関心を全国的に高めることなどを目的として全国一斉に行われます。板倉町に関係する選挙

では、群馬県議会議員と板倉町議会議員の選挙が行われます。期日については公職選挙法の特では、群馬県議会議員と板倉町議会議員の選挙が行われます。期日については公職選挙法の特

例法によって決定しますので、広報紙などでお知らせします。例法によって決定しますので、広報紙などでお知らせします。

選挙公営制度とは、資産の多少にかかわらず立候補や選挙運動の機会均等が図られることを目的に、選挙運動費用

の一部を公費で負担する制度です。これまで、都道府県と市の選挙には選挙公営制度が適用されていましたが、町

村の選挙にも制度が拡大されました。また、この制度拡大に併せて供託金制度が導入されました。

町でも令和３年３月に条例を制定し、選挙運動費用の一部を町が負担することになりました。

契約の種別 限度額

一般運送契約
（ハイヤー方式）

１日１台６４，５００円（法定単価）
×５日（選挙期間）＝３２２，５００円

その他の契約
（個別契約方式）

①自動車の借入契約
　１日１台１５，８００円（法定単価）
　×５日（選挙期間）＝７９，０００円

②燃料供給契約
　１日７，５６０円（法定単価）
　×５日（選挙期間）＝３７，８００円

③運転手の雇用契約
　１日１人１２，５００円（法定単価）
　×５日（選挙期間）＝６２，５００円

選挙の区分 限度額

町村長選挙
１枚７．５１円（法定単価）

×５，０００枚（法定枚数）＝３７，５５０円

町村議会議員選挙
１枚７．５１円（法定単価）

×１，６００枚（法定枚数）＝１２，０１６円

■選挙公営制度の対象となる費用
候補者が事業者などと金額のかかる契約（有償契約）をすることが前提です。

次の３つの公費負担は、限度額の範囲内で、実際に要した費用が対象となります。また、費用は直接候補者に支払われるも

のではなく、候補者と契約した事業者に町が支払います。選挙公営制度において、町が公費を負担する候補者は、供託物没

収点以上の得票を得た候補者に限られます。供託物を没収される候補者については、全て自己負担となります。

選挙公営制度
選挙公営制度は、お金のかからない選挙のため、また、候補者間

の選挙運動の機会均等を図るために採用されている制度です。

令和５年４月統一地方選挙令和５年４月統一地方選挙
群馬県議会議員選挙および板倉町議会議員選挙が行われます群馬県議会議員選挙および板倉町議会議員選挙が行われます

■公職選挙法の一部改正による選挙公営制度の拡大と供託金制度の導入

・ 候補者は「一般運送契約」「その他の契約」

のいずれかを選択します。

・ 一般運送契約とは、自動車借入れ、燃料供給、

運転手雇用について一括契約することです。

・ 対象期間は、立候補届出のあった日から、

選挙期日の前日までの期間（町長選、町議

会議員選挙の選挙期間は５日間）。ただし、

無投票の場合は、立候補届

出日の１日分となります。

・ 生計同一親族からの自動車

借入れ、燃料供給、運転手

雇用の場合は公費負担の対

象になりません。

●選挙運動用自動車の使用

●選挙運動用ビラの作成

・ 表の単価は法定単価、枚

数は法定枚数の上限です。

それに満たない場合は、

その契約額が公費負担額

となります。

（例）町議会議員選挙で議員定数12人　有効投票数6,000票の場合

供託物没収点は50となるため、獲得票数が50票を下回る場合は供託金

は没収となり、公費負担の対象外となります。

町長選挙

供託物没収点＝有効投票の総数÷１０

町議会議員選挙

供託物没収点＝（有効投票の総数÷議員定数）÷１０

40票300票400票500票600票

50票以下で没収

●供託物没収点を超えない場合は選挙公営

制度は適用されません
候補者A 候補者B 候補者C 候補者D 候補者E

選挙

限度額

・ １枚当たり作成単価の上限額

　（５２５円６銭×７５か所＋３１０，５００円）÷７５か所

　（ポスター掲示場数）＝４，６６６円

・ ４，６６６円×８３枚（ポスター掲示場数７５か所×１．１）

   ＝３８７，２７８円

●選挙運動用ポスターの作成

・ 作成単価と作成枚数にはそれぞれ上限があり

ます。公費負担の額は、それぞれの上限と実

際に作成した実績を比較し、（少ない方の額）

×（少ない方の枚数）により算出します。

　作成単価の上限　４，６６６円

　作成枚数の上限　８３枚

問合せ　板倉町選挙管理委員会（行政庶務係）　 ８２－６１２２
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秋
の
揚
舟

　

谷
田
川
め
ぐ
り

「
秋
の
揚
舟
　

谷
田
川
め
ぐ
り
」

を
実
施
し
ま
す
。
揚
舟
の
上

か
ら
心
安
ま
る
景
色
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

運
航
期
間
　

10
月
30
日
ま
で

の
土･

日
、
祝
日

場
所
　

群
馬
の
水
郷

乗
船
料
金
　

一
人
　

１
，０
０
０
円
（
小
学

生
以
下
　

５
０
０
円
）

運
航
時
間
　

午
前
９
時
、10
時
、

11
時
、正
午
、午
後
１
時
、２
時
、

３
時
の
１
日
７
便

乗
船
時
間
　

約
50
分
～
60
分

※
当
日
、
会
場
で
の
受
け
付
け
に
な

り
ま
す
。
出
航
時
間
の
15
分
前
ま
で

に
乗
船
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

天
候
や
河
川
な
ど
の
状
況
に
よ
り

運
休
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

商
工
観
光
係

82

－

６
１
３
９

　

令
和
５
年
度
中
に
新
た
に
保
育

所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）

へ
の
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪

対
象
児
童　

町
内
在
住
で
、
両
親
が

就
労
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
家
庭
で
の
保
育
が
受
け
ら
れ

な
い
児
童

申
込
方
法　
「
教
育
・
保
育
給
付

認
定（
現
況
）申
請
書
兼
保
育
所
等

入
所
申
込
書
」
に
必
要
な
書
類
を

添
え
て
、
子
育
て
支
援
係
に
提
出

※
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
分

を
希
望
す
る
場
合
は
、
施
設
に
直

接
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

施
設
見
学　

入
所
を
希
望
す
る
施

設
は
事
前
に
見
学
を
し
て
、
保
育

の
様
子
な
ど
を
よ
く
理
解
し
た
上

で
入
所
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
第
１
希
望
の
施
設
に
入
所
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
第
２
、

第
３
希
望
の
施
設
も
で
き
る
限
り

見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
、
入
所
案
内
配
布
場
所

　

役
場
福
祉
課
、
町
内
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
、
児
童
館
、
保
健

セ
ン
タ
ー

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

○
板
倉
保
育
園

82

－

１
１
４
７

○
北
保
育
園

77

－

０
８
８
９

○
認
定
こ
ど
も
園
そ
ら
い
ろ
保
育
園

82

－

８
８
１
１

○
認
定
こ
ど
も
園
ま
き
ば
幼
稚
園

82

－

１
６
８
２

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

令
和
５
年
度
新
規
入
所
児
童
募
集

　

令
和
５
年
度
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ

へ
の
入
所
を
新
た
に
希
望
す
る
児

童
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
所
の
申
し
込
み
や
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

学
童
ク
ラ
ブ

令
和
５
年
度
学
童
ク
ラ
ブ
希
望
児
童
を
募
集

ひまわり学童クラブ
そらいろクラブ

そらいろクラブSegundo

みつばち学童クラブ１
みつばち学童クラブ２
みつばち学童クラブ３

学
童
保
育
名

ひまわり学童クラブ
８２－１５３９

認定こども園
そらいろ保育園内
８２－８８１１

社会福祉協議会
（地域福祉係）
８２－３９００

申
込
み

東・西小学校区 東小学校区 西小学校区 地
区

平日 放課後～午後６時
延長午後６時～７時（別料金）
土曜日・長期休暇日
午前８時～午後６時（別料金）

平日 放課後～午後６時
延長午後６時～７時（別料金）
土曜日・長期休暇日
午前７時～午後６時（別料金）

平日 放課後～午後６時
延長午後６時～６時30分（別料金）
土曜日・長期休暇日
午前８時～午後６時
延長午前７時30分～８時（別料金）
延長午後６時～６時30分（別料金）

保
育
時
間

１･２年生18,000円 ３･４年生 15,000円
５･６年生10,000円 
（おやつ代、保険料、自宅までの
送迎バス代含む）
２人目以降半額
延長１日当たり200円
土曜日１日当たり1500円 夏休み
追加保育料別途

入会金 10,000円
１年生 6,000円 ２·３年生 4,000円
４～６年生 3,000円
延長１日当たり150円
土曜日 １日当たり800円
長期休暇日（１日当たり）
１年生 600円 ２·３年生 400円
４～６年生 300円

10,000円
（２人目5,000円、３人目無料）
８月は15,000円
（２人目10,000円、３人目無料）
延長30分当たり100円

保
育
料

11月１日（火）
～12月23日（金）

11月１日（火）
～12月23日（金）

11月１日（火）
～12月23日（金）

受
付

　

録
音
機
能
付
き
電
話
で

　

特
殊
詐
欺
を
撃
退

　

自
動
応
答
、
通
話
自
動
録

音
機
能
を
備
え
た
電
話
機
や
、

電
話
線
と
電
話
機
の
間
に
接

続
し
て
録
音
機
能
を
有
す
る

機
器
の
購
入
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　

世
帯
全
員
が
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
く
、
町
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
実
際
に
居

住
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
か
た

※
１
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り

補
助
金
額

　

購
入
費
用
の
２
分
の
１
以
内
、

た
だ
し
上
限
金
額
６
，０
０
０

円
で
千
円
未
満
切
り
捨
て

申
請
方
法

　

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以

内
に
左
記
の
も
の
を
そ
ろ
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書

○
領
収
書

○
機
能
が
確
認
で
き
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ま
た
は
取
扱
説
明
書

※
申
請
書
は
、
安
全
安
心
係

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　

安
全
安
心
係
　

82

－

６
１
２
３

気をつけたい感染症

「インフルエンザ」～10月から予防接種が始まります～

症状
　38℃以上の高熱、頭痛、関節痛、 筋肉痛など全身の症状が

強いのが特徴で、併せてのどの痛み、鼻汁、咳などの症状も

見られます。さらに、気管支炎、肺炎、子どもでは中耳炎、

熱性けいれんなどを併発し、重症になることがあります。

感染経路
　例年、12月から３月が流行シーズンです。感染力は強く、

咳やくしゃみなどによってウイルスが飛散し、それを吸い

込むことで感染します。ウイルスが付着したものをさわっ

た手で、口や鼻の粘膜をさわることでも感染します。

予防法
　過去２年間国内での流行がなく、いったん感染が起こると、

特に小児を中心に社会全体で大流行するおそれがあります。

　予防は手洗い・マスク、咳エチケットなど一般的な感染症

対策と、ワクチン接種が有効です。日本感染症学会は、特に

65歳以上のかた、５歳未満のお子さん、高度肥満、基礎疾患

をお持ちのかたは、重症化をしやすいため、ワクチン接種を

推奨しています。

問合せ　保健センター　 ８２－３７５７

　

介
護
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
介
護
高
齢

係
の
職
員
が
公
民
館
に
出
張
し
て

相
談
を
承
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

全
て
毎
月
第
１
金
曜
日

北
部
公
民
館　

10
月
７
日　

令
和

５
年
１
月
６
日

南
部
公
民
館　

11
月
４
日　

令
和

５
年
２
月
３
日

東
部
公
民
館　

12
月
２
日　

令
和

５
年
３
月
３
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

申
込
み　

予
約
不
要
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
１
回
当
た
り
30
分
以
内

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

介
護
相
談

出
張
あ
ん
し
ん
介
護
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

町
主
催
に
よ
る
「
令
和
４
年
度

小
学
生
米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
小
学
校
か
ら
多
く
の
作

品
が
出
品
さ
れ
、
応
募

作
品
に
つ
い
て
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
金
賞
２

点
、
銀
賞
４
点
、
銅
賞

８
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

　

入
賞
者
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ　

農
業
振
興
係

82

－

６
１
３
７

小
学
生
米
消
費
拡
大
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
お
め
で
と
う

銅
賞

銀
賞

金
賞

東
小
６
年

西
小
１
年

西
小
２
年

西
小
２
年

西
小
３
年

西
小
４
年

西
小
５
年

西
小
５
年

東
小
１
年

西
小
３
年

西
小
４
年

西
小
６
年

東
小
６
年

西
小
５
年

高た
か

瀬せ

優ゆ

衣い

増ま
す

田だ

紗さ

希き

福ふ
く

田だ

奨し
ょ
う

眞ま

大お
お

山や
ま

福ふ
く

斗と

飯い
い

島じ
ま　

凜り
ん

長な
が

澤さ
わ

夏な
つ

希き

山や
ま

﨑ざ
き

海み

華は
な

福ふ
く

田だ

彩さ

夏な

虎と
ら

口ぐ
ち

寿ひ
さ

人と

今い
ま

泉い
ず
み

結ゆ

愛あ

谷や

中ち
ゅ
う

田だ

紗さ

那な

川か
わ

部べ

鈴す
ず

菜な

蓑み
の

部べ

一い
つ

希き

蓮は
す

見み

真ま

穂ほ

金
賞　

東
小
６
年　

蓑
部
一
希

金
賞　

西
小
５
年　

蓮
見
真
穂

館林地区消防組合消防隊

秋季点検
日時　10月30日㈰　
　　　午前９時～
場所　板倉中学校校庭
内容　館林地区消防組合
消防団の消防車や資機材
の点検、団員姿勢服装点
検、優良団員表彰など
お出かけは

マスク戸締まり

火の用心

（令和４年度全国統一標語）

問合せ　館林地区消防組
合消防本部警備課
７２－８３６１
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猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

　

増
え
て
い
ま
す

｢

猫
が
ご
み
を
荒
ら
し
て
困

る｣｢

庭
に
猫
が
フ
ン
を
し
て

困
る｣｢

猫
に
エ
サ
だ
け
与
え

る
人
が
い
て
困
る｣
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
猫
に
よ
る
困
り
ご

と
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
飼
う
な
ら
屋
内
で
飼
育
を

し
ま
し
ょ
う

◎
繁
殖
を
望
ま
な
い
な
ら
、

去
勢
・
不
妊
手
術
を
行
い
ま

し
ょ
う

◎
首
輪
や
名
札
を
つ
け
て
身

元
を
明
ら
か
に
し
ま
し
ょ
う

◎
飼
え
な
く
な
っ
て
も
絶
対

に
捨
て
な
い

　

野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
こ

と
は
、
恵
ま
れ
な
い
猫
を
増

や
す
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。
命
を
大
切

に
、
ル
ー
ル
を
ま
も
っ
て
猫

を
か
わ
い
が
っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　

環
境
下
水
道
係

82

－

６
１
３
２

　

コ
ロ
ナ
禍

で
低
下
し
た

心
身
の
状
態

を
改
善
す
る

た
め
に
、
自

主
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）予
防
、
介
護
予
防
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

対
象　

65
歳
以
上
の
か
た

内
容　

１
時
間
以
上
の
町
内
で
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

備
考　

１
日
１
回
１
時
間
以
上
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
ポ

イ
ン
ト
を
１
ポ
イ
ン
ト
付
与
し
ま

す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
日
時
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
台
紙
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
（
自
己
申
告
）。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た

め
に
、
地
域
の
た
め
に
認
知
症
に

つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

内
容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
（
症

状
、
治
療
法
、
予
防
法
な
ど
）
と

対
応
の
ポ
イ
ン
ト

申
込
み　

事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　

介
護
高
齢
係

82

－

６
１
３
５

　

コ
ロ
ナ
と
向
き
合
う
医
療
現
場

の
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

日
時　

11
月
12

日
㈯　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時

（
受
付　

午
後

１
時
か
ら
）

場
所　

館
林
市
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

特
別
講
演　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
現
状
と
課
題

講
師　

猿さ
る

木き

信の
ぶ

裕ひ
ろ　

群
馬
県
衛
生

環
境
研
究
所
長

定
員　

２
０
０
人
（
事
前
予
約
制
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
み
・
問
合
せ　

公
立
館
林
厚

生
病
院
総
務
課

０
８
０

－

７
８
１
９

－

４
７
３
４

76

－

８
０
３
２

　

誰
で
も
「
い
や
な
こ
と
」
を
さ

れ
た
ら
「
い
や
」
と
い
う
権
利
が

あ
り
ま
す
。

　

障
害
児（
者
）へ
の
虐
待
を
発
見

し
た
人
は
、
速
や
か
に
通
報
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
施
設
、
職
場
で
障
害
児

（
者
）の
虐
待
に
お
気
づ
き
の
か
た

は
、
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。
障

害
児（
者
）の
安
定
し
た
生
活
や
社

会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

▼
障
害
児（
者
）の
虐
待
の
通
報
、

支
援
の
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り

で
す
。

平
日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

○
社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

夜
間
（
午
後
５
時
15
分
〜
翌
午
前

８
時
30
分
）・
休
日
（
24
時
間
）

○
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と

０
９
０

－

４
５
４
６

－

４
０
４
０

　

麻
薬
・
覚
醒
剤
乱
用
防
止
運
動

が
10
月
１
日
〜
11
月
30
日
ま
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
向
精

神
薬
、
シ
ン
ナ
ー
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
乱
用
者

個
人
の
健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず
各
種
犯
罪
の
誘
因
な
ど
、
公

共
の
福
祉
に
計
り
知
れ
な
い
危
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
改
め
て
、
薬

物
乱
用
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
薬
物
乱
用
の
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

72

－

３
２
３
０

　

町
で
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

分
譲
宅
地
の
購
入
希
望
者
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
か
た
に
謝
礼
金

健　
　

康

健　
　

康

館
林
邑
楽
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
日
１
時
間

ス
マ
イ
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

「
障
害
児（
者
）虐
待
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
っ
た
ら

麻
薬
・
覚
醒
剤

乱
用
防
止
運
動

くく  

らら  

しし

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
お
よ
び
謝
礼
金
額

▼
板
倉
町
に
居
住
す
る
紹
介
者

　

10
万
円

▼
板
倉
町
外
に
居
住
す
る
紹
介
者

　

５
万
円

対
象
地　

群
馬
県
企
業
局
が
直
接

販
売
し
て
い
る
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
分
譲
地
（
建
売
分
譲
地
は
対
象

外
）

紹
介
の
成
立
要
件

○
売
買
契
約
の
締
結

○
土
地
代
金
の
納
入

○
土
地
の
引
渡
し

受
付
場
所  

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

販
売
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

誘
致
推
進
係

70

－

４
０
４
０

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
「
秋

の
住
ま
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
11

月
６
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ご
来
場
特
典
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

住
宅
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
ぜ
ひ
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
販
売
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

宅
地
分
譲
の
概
要

所
在
地　

板
倉
町
朝
日
野
・
泉
野

面
積　

２
０
０
㎡
（
約
60
坪
）
〜

２
６
１
㎡
（
約
79
坪
）

分
譲
価
格　

５
９
３
万
円
〜

問
合
せ　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販

売
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０

－

70

－

４
０
５
１

○
群
馬
県
企
業
局
団
地
課

０
２
７

－

２
２
６

－

３
９
５
５

h
ttp
s://w

w
w
.itaku

ra-
new
tow
n.or.jp/

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

牛乳パック

ひと手間で資源に

ごみを減量することで、処理費用を抑えること
ができ、町民の皆さんのためになります

　牛乳パック６枚がトイレットペーパー
１ロールに生まれ変わります

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

個
人
紹
介
制
度

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

秋
の
住
ま
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

日程 場所

10月20日㈭ 北部公民館

11月29日㈫ 東部公民館

12月23日㈮ 南部公民館

令和５年
１月31日㈫ 中央公民館

時間　午後１時30分～３時

公
立
館
林
厚
生
病
院
か
ら

重
要
な
お
知
ら
せ

　

当
院
は
、
地
域
の
診
療
所
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
紹
介
さ
れ

た
患
者
さ
ん
に
専
門
的
な
検

査
や
治
療
・
手
術
な
ど
を
行

う
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」

に
指
定
さ
れ
た
病
院
の
た
め
、

紹
介
状
の
な
い
か
た
は
、
初

診
料
に
加
え
て
国
が
定
め
た

選
定
療
養
費
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
今
回
の
選
定
療
養
費
増
額

分
は
初
診
料
か
ら
減
額
さ
れ

る
仕
組
み
の
た
め
、
病
院
の

収
入
自
体
は
増
額
に
な
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ
　

公
立
館
林
厚
生
病
院

72

－

３
１
４
０

項目 金額（税込み） 対象

初診時選定療養費 ７，７００円
他医療機関からの紹介状を
お持ちでない初診のかた

再診時選定療養費 ３，３００円
状態が落ち着き、他の医療
機関へ紹介した後も当院へ
の通院を継続した場合

時間外選定療養費 ７，７００円
時間外、休日に入院を要し
ない病状で受診した場合

軽くすすぎ、平らに開い

てください。

このひと手間で、ごみが

資源となります

牛乳パックは、各公民館

で受け入れています。

開館時間　午前８時30

分～午後５時15分

休館日　毎週月曜日、祝

日、年末年始

公民館には、ペットボトルや乾電池（充電式でな

いもの）も出すことができます。

「捨てればごみ、分ければ資源」一人ひとりの意

識が大切です。ご協力ください。
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国
内
で
発
生
し
た
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
時
に
、
人
命
救
助
活

動
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
全
国

の
消
防
機
関
相
互
に
よ
る
迅
速
な

援
助
体
制
と
し
て
「
緊
急
消
防
援

助
隊
」
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
群
馬
県
内
の
消
防
本
部

（
局
）
や
防
災
航
空
隊
が
一
堂
に

会
し
て
合
同
訓
練
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈬　

午
後
１
時

〜
４
時
（
予
定
）

場
所　

赤
岩
渡
船
場
付
近
（
千
代

田
町
赤
岩
）

内
容　

群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊

部
隊
運
用
訓
練

問
合
せ　

館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部
警
防
課

72

－

８
３
６
１

　

消
防
署
や
車
両
の
見
学
、
消
防

職
員
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
小
さ

な
お
子
さ
ま
か
ら
大
人
ま
で
、
消

防
と
い
う
仕
事
を
よ
り
一
層
身
近

な
存
在
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯

午
前
の
部　

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
（
館
林
市
上
赤
生
田
町
４
０

５
０

－

１
）

内
容　

放
水
体
験
、
消
防
車
乗
車

体
験
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課
（
平

日
の
み
）

72

－

８
３
６
０

　

質
量
計
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道

メ
ー
タ
ー
、
体
温
計
、
血
圧
計
、

ガ
ソ
リ
ン
メ
ー
タ
ー
な
ど
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安
全
で
安
心

で
あ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
計

量
器
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

計
量
の
正
し
い
知
識
と
理
解
を

広
め
、
計
量
制
度
の
普
及
や
計
量

意
識
の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

現
行
の
計
量
法
が
施
行
さ
れ
た
11

月
１
日
を
「
計
量
記
念
日
」と
し
、

11
月
を
「
計
量
強
調
月
間
」
と
し

て
定
め
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

身
の
回
り
の
計
量
器
に
目
を
向
け

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

群
馬
県
計
量
検
定
所
で
は
、
家

庭
の
体
重
計
や
料
理
用
は
か
り
な

ど
の
精
度
確
認
の
ご
依
頼
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計
量
に

つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

問
合
せ　

群
馬
県
計
量
検
定
所

（
前
橋
市
下
大
島
町
81

－

13
）

０
２
７

－

２
６
３

－

２
４
３
６

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
主
は
市
町

村
を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に
届

出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域
内　

２
，０
０
０

㎡
以
上

②
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

区
域
内　

５
，０
０
０
㎡
以
上

届
出
期
間　

売
買
契
約
を
締
結
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内

届
出
先　

計
画
管
理
係

問
合
せ　

群
馬
県
庁
地
域
創
生
課

０
２
７

－

２
２
６

－

２
３
６
６

○
計
画
管
理
係

82

－

６
１
５
１

　

県
で
は
、
不
正
軽
油
の
情
報
窓

口
と
し
て
不
正
軽
油
１
１
０
番
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
た

り
、
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
自

動
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
と

地
方
税
法
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
正
軽
油

を
製
造
、
販
売
、
使
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

軽
油
広
域
調
査
係

不
正
軽
油
１
１
０
番

０
２
７

－

２
３
１

－

２
８
０
１

　

群
馬
県
が
来

年
度
に
導
入
を

目
指
し
て
い
る

「
群
馬
県
版
図

柄
入
り
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
」
の
デ
ザ
イ
ン
候

補
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
県

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
３
日
㈪
〜
21
日
㈮

参
加
・
投
票
方
法

①
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

②
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
・

メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス

投
票
資
格

県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
か
た

（
投
票
は
一
人
に
つ
き
１
回
ま
で
）

デ
ザ
イ
ン
候
補
案

　

群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
ぐ
ん

ま
ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
、
本
県
の

特
色
な
ど
を
表
現
し
た
３
案

そ
の
他

　

デ
ザ
イ
ン
候
補
案
、
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
群
馬

県
図
柄
ナ
ン
バ
ー
」な
ど
で
検
索
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
後
、
国
に
提
出
す

る
図
柄
の
決
定
に
あ
た
り
、
デ
ザ

イ
ン
や
配
色
な
ど
を
修
正
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

県
地
域
創
生
部
地
域
創
生
課

〒
３
７
１

－

８
５
７
０　

前
橋
市

大
手
町
１

－

１

－

１

０
２
７

－

２
２
６

－

２
３
５
２

fax
０
２
７

－

２
４
３

－

３
１
１
０

日
時　

10
月
23
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
１
時
（
小
雨
決
行
）

内
容　

邑
楽
土
地
改
良
区
事
務
所

を
出
発
地
と
し
て
、
農
村
を
巡
る

約
６
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
地
元

の
芸
能
鑑
賞
や
お
土
産
（
地
場
産

新
米
、キ
ュ
ウ
リ
）
も
あ
り
ま
す
。

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

大
人
５
０
０
円　

小
学
生

以
下
２
０
０
円

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈭
〜
13
日

㈭申
込
み　

参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
連

絡
先
を
記
入
し
、
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
複
数
申
込
み
の
場
合
は
、

代
表
者
に
○ま

る

）

問
合
せ　

邑
楽
土
地
改
良
区

（
〒
３
７
４

－

０
１
１
１
板
倉
町

海
老
瀬
６
１
２
２
）

82

－

０
５
１
８

fax
　

82

－

０
５
１
１

　

選
挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の

検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の
不
起

訴
処
分
（
事
件
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
）に
つ
い
て
、よ
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
そ
の
検

察
官
の
行
為
に
関
し
民
意
を
反
映

さ
せ
て
適
性
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
制
度
で
す
。

　

検
察
審
査
員
お
よ
び
補
充
員
に

選
ば
れ
た
ら
、
制
度
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　

太
田
検
察
審
査
会
事
務

局
45

－
７
８
０
６

　

カ
キ
は
家
庭
果
樹
と
し
て
人
気

が
高
く
育
て
や
す
い
で
す
が
、
大

き
く
て
甘
い
実
を
収
穫
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
の
管
理
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

日
時　

11
月
24
日
㈭　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
邑
楽
町
中
野
）

テ
ー
マ　

上
手
に
育
て
た
い
カ
キ

の
せ
ん
定
と
病
害
虫
防
除

募
集
人
数　

16
人

受
付
開
始　

11
月
７
日
㈪　

午
前

８
時
30
分
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

費
用　

無
料

問
合
せ　

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

88

－

７
１
８
８

群
馬
県
緊
急
消
防
援
助
隊

合
同
訓
練
を
行
い
ま
す

くく  

らら  

しし

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

11
月
は
計
量
強
調
月
間
で
す

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

ス
ト
ッ
プ
！　

不
正
軽
油

群
馬
版
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト

邑
楽
土
地
改
良
区
主
催

２
０
２
２
ウ
オ
ー
ク
イ
ン
邑
楽

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会
制
度

第
６
回
緑
化
講
座

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【広告】【広告】

【広告】

～群馬県最低賃金が改正されました～

みんなチェック！　最低賃金

群馬県最低賃金　時間額８９５円
令和４年１０月８日より改正
問合せ　群馬労働局労働基準部賃金室

０２７－８９６－４７３７

【広告】【広告】



（13） （12）Ｒ４．10．１

募
集
概
要

　

人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生
の

取
り
組
み
と
し
て
、
大
学
な
ど
を

卒
業
後
に
就
業
し
た
か
た
で
、
本

町
に
定
住
し
、
奨
学
金
の
返
還
を

行
っ
て
い
る
か
た
を
対
象
に
、
予

算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
奨
学
金

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
奨

学
金
が
対
象
で
す
。

▼
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
第
一
種
奨
学
金

▼
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
第
二
種
奨
学
金
お
よ
び
そ
れ

に
係
る
利
子

▼
板
倉
町
奨
学
金
貸
与
に
関
す
る

条
例
（
平
成
４
年
板
倉
町
条
例
第

18
号
）
に
基
づ
き
、
板
倉
町
が
貸

与
す
る
奨
学
金

▼
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
貸

与
す
る
奨
学
金

対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

（
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務

員
の
か
た
は
対
象
外
）

○
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
、
大

学
、
専
修
学
校
お
よ
び
高
等
専
門

学
校
な
ど
に
進
学
し
、
卒
業
し
た

か
た

○
労
働
契
約
に
基
づ
き
就
業
し
て

い
る
か
た
。
ま
た
は
個
人
で
農
業

そ
の
他
事
業
を
営
ん
で
い
る
か
た

（
事
業
専
従
者
を
含
む
）

○
申
請
時
に
お
い
て
本
町
に
住
所

が
あ
り
、
引
き
続
き
５
年
以
上
居

住
す
る
意
思
の
あ
る
か
た

○
40
歳
未
満
の
か
た

○
卒
業
後
に
奨
学
金
の
返
還
を
開

始
し
て
お
り
、
滞
納
が
な
い
か
た

○
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
の
属
す

る
世
帯
員
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
か
た

○
他
の
奨
学
金
返
還
支
援
を
利
用

し
て
い
な
い
か
た

補
助
額

　

補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年

度
の
前
年
度
に
返
還
し
た
奨
学
金

の
２
分
の
１
の
額
。上
限
15
万
円
。

（
繰
上
げ
返
済
分
お
よ
び
滞
納
繰

越
し
分
は
対
象
外
）

補
助
対
象
期
間

　

最
初
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
年
か
ら
最
大
で
５
年
間

申
請
期
間　

10
月
末
日
ま
で

申
請
方
法　

申
請
書
な
ど
の
関
係

書
類
を
企
画
調
整
係
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

企
画
調
整
係

82

－

６
１
２
５

　

板
倉
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

や
疑
い
の
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
給
与
の
全

部
ま
た
は
一
部
の
支
払
い
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
傷
病
手
当

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

①
板
倉
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
こ
と

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

ま
た
は
疑
い
に
よ
り
就
労
で
き
な

か
っ
た
期
間
が
あ
る
こ
と
（
自
粛

要
請
な
ど
の
た
め
就
労
で
き
な

か
っ
た
も
の
は
対
象
外
）

④
就
労
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
、

就
労
を
予
定
し
た
日
が
あ
り
、
そ

の
給
与
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

支
給
対
象
期
間

　

就
労
で
き
な
く
な
っ
た
初
め
の

連
続
す
る
３
日
間
を
除
い
た
４
日

目
以
降
の
休
み
の
期
間
の
う
ち
、

就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
（
※１
）

※１　

４
日
目
の
休
み
が
令
和
２
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31

日
ま
で
の
期
間
に
属
す
る
こ
と
が

必
要
（
入
院
が
継
続
す
る
場
合
は

最
長
１
年
６
か
月
）

支
給
額　

１
日
当
た
り
支
給
額

（
※２
）
×
支
給
対
象
期
間
に
お
い

て
就
労
を
予
定
し
て
い
た
日
数

※２　

１
日
当
た
り
支
給
額
＝
（
直

近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の
給
与

収
入
の
合
計
額
÷
就
労
日
数
）
×

３
分
の
２

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
傷
病
手
当
金
支

給
申
請
書

・
世
帯
主
記
入
用

・
被
保
険
者
記
入
用

・
事
業
主
記
入
用

・
医
療
機
関
記
入
用
（
医
療
機
関

を
受
診
し
た
場
合
）

○
直
近
の
継
続
し
た
３
か
月
間
の

給
与
の
支
払
い
を
確
認
で
き
る
も

の
（
給
与
明
細
の
写
し
、
通
帳
の

写
し
な
ど
）

○
保
健
所
か
ら
の
通
知
（
就
業
制

限
通
知
、
解
除
通
知
の
写
し
）

※
申
請
希
望
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

82

－

６
１
３
６

教
室
や
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

くく  

らら  

しし

板
倉
町

奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金

12
月
31
日
ま
で
延
長

傷
病
手
当
金
支
給
対
象
期
間

　

１
９
２
６
年
、
福
井
県
に
生
ま

れ
た
か
こ
さ
と
し
（
加
古
里
子
）

は
、「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」シ
リ
ー
ズ
、

「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」シ
リ
ー

ズ
と
い
っ
た
物
語
絵
本
を
は
じ
め
、

科
学
絵
本
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分

野
で
、
６
０
０
冊
を
超
え
る
著
作

を
残
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
か
こ
の
代
表
作
を

は
じ
め
、
少
年
時
代
に
描
い
た
ス

ケ
ッ
チ
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
絵
本
の
原
画
や

下
絵
な
ど
貴
重
な
作
品
や
資
料
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
12
月
25
日

㈰休
館
日　

月
曜
日
（
10
月
10
日
は

開
館
）、
10
月
11
日
㈫

場
所　

群
馬
県
立
館
林
美
術
館

（
館
林
市
日
向
町
）

費
用　

一
般
８
３
０
円　

大
高
生

４
１
０
円　

中
学
生
以
下　

無
料

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
と
そ
の
介
護
者
１
名
は
無
料
、

群
馬
県
在
住
65
歳
以
上
の
方
は
平

日
の
み
２
割
引
。

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://gm
at.pref.gunm

a.jp

72

－

８
１
８
８

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，９４７人（－12）
　 うち外国人　５０４人（＋２）
　　男 ６，９９０人（－７）
　　女 ６，９５７人（－５）
世帯数 ５，８７４戸（＋７）

（　）内は前月比　令和４年９月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
８月１日～８月31日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比

　人身事故 ４件　(24件）　－６
　物件事故 24件 (127件）　＋31
　侵入窃盗 １件　(17件）　＋10
　乗物盗難 １件　(７件）　　０
　詐　　欺 ０件　(０件）　　０
　住居侵入 ０件　(５件）　＋１
　その他の事件 ３件　(36件）　＋６
　　　　　※( ）内は令和４年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
町県民税（３期）

国民健康保険税（４期）

介護保険料（４期）

後期高齢者医療保険料（４期）

○納税は口座振替が便利です

○ 納付書のかたはコンビニ、PayPay

　LINEPayでも納められます

問合せ　収税係

８２-６１２９

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

『
野
木
町
煉
瓦
窯
秋
フ
ェ
ス
タ
』
を

　

開
催
し
ま
す

　

フ
ラ
ワ
ー
カ
ー
ペ
ッ
ト
、煉
瓦
窯
見
学

ツ
ア
ー
、い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
連
携

事
業
、模
擬
店
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

期
間
　

10
月
６
日
㈭
～
９
日
㈰

場
所
　

野
木
町
煉
瓦
窯
お
よ
び
野
木
ホ

フ
マ
ン
館

問
合
せ
　

野
木
町
煉
瓦
窯
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会

０
２
８
０

－

33

－

６
６
６
７

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

第
11
回
歌
麿
ま
つ
り

　

秋
の
栃
木
市
恒
例
の
歌
麿
ま
つ
り
。

期
間
中
に

は
、
歌
麿
道

中
を
は
じ
め

と
し
た
、
歌

麿
と
栃
木
に

関
す
る
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。詳
細
は
、栃
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
　

10
月
15
日
㈯
～
23
日
㈰

場
所
　

と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り
お
よ
び

旧
日
光
例
幣
使
街
道
周
辺
　

※
マ
ス
ク

着
用
で
の
来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

歌
麿
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
事
務
局

０
２
８
２

－

21

－

２
５
７
３

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

第
71
回
小
山
市
菊
花
大
会

　

富
士
山
作
り
、一
般
盆
養
菊
、懸
崖
作

り
な
ど
約
４
０
０
点
を
展
示
。小
山
晃

思
会
の
会
員
を
中
心
に
、丹
精
込
め
て

育
て
た
菊
花
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日
㈷
に
は
、菊
鉢
の
無
料
配
布
も

行
い
ま
す
。（
数
量
限
定
、
成
年
に
限
る
）

日
時
　

10
月
15
日
㈯
～
11
月
13
日
㈰
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
11
月
1
日
㈫

は
終
日
入
場
不
可
）

会
場
　

道
の
駅
思
川
（
小
山

市
下
国
府
塚
25

－

２
）

問
合
せ
　

小
山
晃
思
会
事
務
局
（
小
山

市
商
業
観
光
課
内
）

０
２
８
５

－

22

－

９
２
７
３

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

か
ぞ
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　

加
須
市
内
５
か
所
に
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、そ
の
間
で

乗
り
捨
て
が
で
き
ま
す
。サ
イ
ク
リ
ン

グ
を
楽
し
み
な
が
ら
、加
須
市
の
魅
力

を
ゆ
っ
く
り
と
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。詳
細
は
加
須
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　

加
須
市
観
光
振
興
課

０
４
８
０

－

62

－

１
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
古
河
２
０
２
２

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
参
加
で

き
る
体
験
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

古
河
市
で
初
め
て
開
催
し
ま
す
。

　

古
河
市
出
身
で
体
操
競
技
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
山
室

光
史
選
手
に

よ
る
演
技
と

体
操
教
室
も

あ
り
ま
す
。

日
時
　

11
月
３
日
㈷
　

午
前
９
時
～
午

後
３
時

場
所
　

イ
ー
エ
ス
中
央
運
動
公
園
（
古

河
市
下
大
野
２
５
２
８
）

参
加
費
　

無
料
（
一
部
有
料
有
り
）

問
合
せ
　

古
河
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
２
８
０

－

22

－

５
１
１
１

県
立
館
林
美
術
館
企
画
展

「
か
こ
さ
と
し
の
世
界
」

水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わります。
切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに従って用件をお
伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口内）は、水道料金の支払い、口座振替
申込み、給水開始・休止の手続きができます。

みんなの人権１１０番

００３０５７０ １１０--
子どもの人権１１０番（通話料無料）

女性の人権１１０番

０７００５７０ ８１０--

００７０１２０ １１０--

ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～ひとりで悩まずご相談ください～人権相談～
窓口相談を希望のかた（予約制） ８２－６１３１（戸籍年金係）

秘密は厳守します。

電話相談を希望のかた

（平日午前８時30分～午後５時15分）
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新型コロナウイルス感染症の影響により、変更または中止になる場合があります。
あわせて当面の間、公民館等の主催事業における募集対象は ｢町内（在住・在勤）のかた｣ とさせていただきます。
ご自宅で検温し、マスク着用のうえご参加ください。

日
時　

10
月
29
日
㈯
・
11
月
５
日

㈯
・
12
日
㈯
・
26
日
㈯（
全
４
回
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
体
力
作
り
を
目
的
に
、

し
ゃ
も
じ
形
の
補
助
具
「
パ
ド
ル
」

を
使
い
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
簡
単

な
ダ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。

対
象　

１
歳
〜
３
歳
の
親
子
７
組

参
加
費　

無
料

持
参
品　

バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

受
付
期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
23
日
㈰

日
時　

11
月
12
日
㈯
・
12
月
３
日

㈯
・
17
日
㈯（
全
３
回
）
午
前
10

時
〜
正
午

内
容　

水
引
の
基
本
「
あ
わ
じ
結

び
」
を
学
び
ま
す
。

１
回
目　

小
物

２
回
目　

の
し
袋
の
飾
り

３
回
目　

正
月
用
の
お
飾
り

対
象　

成
人
10
人

材
料
費　

１
，８
０
０
円

持
参
品　

は
さ
み
・
木
工
用
ボ
ン
ド

受
付
期
間　

10
月
12
日
㈬
〜
26
日
㈬

日
時　

11
月
15
日
㈫
・
22
日
㈫

（
全
２
回
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

日
本
の
伝
統
文
化
の
ひ
と

つ
で
あ
る
つ
ま
み
細
工
で
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

※
針
と
糸
は
使
い
ま
せ
ん
。

対
象　

成
人
10
人

材
料
費　

２
，０
０
０
円

持
参
品　

ぬ
れ
タ
オ
ル

受
付
期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
22
日
㈯

日
時　

11
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭

（
全
２
回
）
午
前
10
時
〜
正
午

内
容　

二
十
四
節
気
の
中
の
冬
至
、

こ
の
時
期
に
起
こ
り
が
ち
な
身
体

の
不
調
と
、
そ
れ
に
対
す
る
漢
方

養
生
に
つ
い
て
学
ぶ
教
室
で
す
。

１
回
目　

薬
膳
酒
作
り

２
回
目　

鹹
豆
漿（
シ
ェ
ン
ト
ウ

ジ
ャ
ン
）作
り

対
象　

成
人
12
人

参
加
費　

各
回
７
０
０
円

持
参
品　

筆
記
用
具

受
付
期
間　

10
月
９
日
㈰
〜
23
日
㈰

日
時　

11
月
25
日
㈮
・
12
月
23
日

㈮
・
令
和
５
年
１
月
27
日
㈮
・
２

月
24
日
㈮
・
３
月
17
日
㈮（
全
５

回
）
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　

音
楽
を
聴
い
て
、
楽
し
く

身
体
を
動
か
し
ま
す
。

対
象　

０
歳
〜
３
歳
の
親
子
７
組

参
加
費　

無
料

受
付
期
間　

10
月
９
日
㈰
〜
22
日
㈯

日
時　

10
月
25
日
㈫
・
11
月
１
日

㈫
・
８
日
㈫（
全
３
回
）
午
後
２

時
〜
４
時

内
容　

麻
雀
を
楽
し
み
な
が
ら
脳

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
、
認
知
症

を
予
防
し
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

無
料

受
付
期
間　

10
月
７
日
㈮
〜
21
日
㈮

日
時　

10
月
26
日
㈬
・
11
月
９
日

㈬（
全
２
回
）
午
前
９
時
〜
11
時

内
容　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ス
ト

レ
ッ
チ
を
地
域
の
文
化
財
を
訪
ね

な
が
ら
実
践
し
ま
す
。

対
象　

成
人
10
人

参
加
費　

無
料

持
参
品　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大

き
な
バ
ス
タ
オ
ル
・
汗
ふ
き
タ
オ

ル
・
飲
み
物

受
付
期
間　

10
月
７
日
㈮
〜
21
日
㈮

日
時　

11
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰
・

20
日
㈰
・
27
日
㈰
・
12
月
４
日
㈰

（
全
５
回
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内
容　

綿
か
ら
糸
を
紡
ぎ
、
そ
の

糸
を
染
色
し
て
コ
ー
ス
タ
ー
を
織

り
ま
す
。

対
象　

成
人
５
人

材
料
費　

１
，０
０
０
円
程
度（
諸

経
費
含
）

受
付
期
間　

10
月
８
日
㈯
〜
22
日
㈯

期
間　

10
月
５
日
㈬
〜
30
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

ま
き
ば
幼
稚
園
児
が
制
作

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー

日
時　

11
月
12
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

内
容　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ

ト
」
が
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
手
軽
に
作

れ
る
簡
単
な
工
作
を
行
い
ま
す
。

対
象　

幼
児
・
小
学
生
の
親
子
10
組

受
付
期
間　

10
月
12
日
㈬
〜
11
月

５
日
㈯

期
間　

10
月
20
日
㈭
〜
30
日
㈰

休
館
日　

10
月
24
日
㈪
・
25
日
㈫

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

迫
力
あ
る
自
然
の
風
景
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

※
作
品
は
全
倍（
60
㎝
×
90
㎝
）10

枚
展
示
し
ま
す
。

入
館
料　

無
料

期
間　

11
月
10
日
㈭
〜
13
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容　

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季

節
の
風
景
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

出
展　

サ
ン
デ
ー
く
ら
ぶ「
彩
々
」

入
館
料　

無
料

　

板
倉
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は

６
競
技
、
６
つ
の
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
員
は
指
導
者
を
含
め

る
と
、
お
よ
そ
１
０
０
名
所
属
し

て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
、
仲

間
の
輪
が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、

心
身
の
発
達
や
思
い
や
り
の
こ
こ

ろ
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
団
体
の
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

少
し
で
も
ご
興
味
の
あ
る
か
た

は
練
習
見
学
か
ら
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
所
属
団
体

▼
板
倉
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ（
野
球
）

活
動
日　

毎
週
水
・
土
・
日
曜
日

練
習
場
所　

渡
良
瀬
運
動
場
・
板

倉
中
学
校
校
庭

▼
板
倉
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

活
動
日　

毎
週
火
・
金
・
土
・
日

曜
日

練
習
場
所　

板
倉
町
中
央
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド

▼
板
倉
ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
グ

（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）

活
動
日　

毎
週
金
・
土
・
日
曜
日

練
習
場
所　

板
倉
西
小
学
校
体
育
館

▼
板
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

活
動
日　

毎
週
月
・
木
・
土
・
日

曜
日

練
習
場
所　

板
倉
西
小
学
校
体
育
館

▼
板
倉
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ク
ラ
ブ

活
動
日　

毎
週
火
・
土
・
日
曜
日

練
習
場
所　

板
倉
高
校
体
育
館
・

板
倉
中
学
校
体
育
館
等

▼
板
倉
町
尚
武
会（
剣
道
）

活
動
日　

毎
週
木
・
土
曜
日

練
習
場
所　

板
倉
町
武
道
館

○
募
集
対
象　

　

各
団
体
小
学
校
１
年
生
〜
６
年

生
ま
で
の
男
女

※
板
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

は
女
子
の
み

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
海

洋
セ
ン
タ
ー
）

受
講
生
募
集

中
央
公
民
館

親
子
パ
ド
ル
体
操
教
室

東
部
公
民
館

初
め
て
の
水
引
細
工
教
室

南
部
公
民
館

つ
ま
み
細
工
教
室

南
部
公
民
館

冬
至
の
養
生
教
室

南
部
公
民
館

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

北
部
公
民
館

健
康
麻
雀
教
室

北
部
公
民
館

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

イ
ベ
ン
ト

中
央
公
民
館

ま
き
ば
幼
稚
園
児
作
品
展

わ
た
ら
せ
自
然
館

写
真
愛
好
家「
ス
ト
リ
ー
ム
22
」写
真
展

わ
た
ら
せ
自
然
館

四
季
折
々
の
風
景
写
真
展

団
員
募
集

板
倉
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

お
し
ら
せ

文
化
財
資
料
館

機
織
り
教
室

東
部
公
民
館

絵
本
読
み
聞
か
せ
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い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
が
い
る
中
で

や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
時
が

指
導
の
タ
イ
ミ
ン
グ

レポーター
広報編集委員

長
は

谷
せ

川
がわ

緩
あや

子
こ

板倉町に定住
　静岡県出身で、中学から大学まで野球を
経験してきたという安藤さん。仕事や家庭
の状況から、板倉町に居を構えられたそう
ですが、引っ越した当時は全く知り合いも
いなかったということです。

最初の少年野球との関わり
　それからお子さんが小学２年生で野球を
始めるにあたり、チームでコーチや監督を
務めました。その頃は町内には少年野球
チームが４チームあり、町内でも大会が行
われていました。
　しかし、お子さんが卒業する頃には、１
つのチームに再編されたこともあり、しば
らくの間は安藤さん自身も少年野球から離
れることになりました。

少年野球との関わり再び
　少年野球を離れて２年。いまから６年程
前に、１つになった野球チーム「オールス
ターズ」から声がかかり、再びコーチを引

き受けることにしました。
　引き受けたのは、将来定年を迎えた後の、
地域でのコミュニケーションを持ちたいと
考えたこともあるとのことですが、やはり
野球が好きだからなのかなと感じました。

指導の難しさ
　小学生に野球を指導する難しさは、野球
が上手になりたい子もいれば、体を動かす
ことを目的に来ている子もいるところだそ
うです。
　「それでも試合に負けたときの悔しさや、
勝ったときのうれしさを感じたときに、子
どもたちのスイッチが入ります。そういう
タイミングを逃さないよう、指導していけ
ればいいと思います」という安藤さん。
　子どもたちが中学に行って野球を続ける
かどうかは分かりませんが、続けても恥ず
かしくない技術を身につけてほしいという
思いで指導されているそうです。
　大人の草野球チームにも所属していると
いうことで、これからも板倉町の野球を盛
り上げてください。

あんどう　なおき　52歳　
朝日野在住

ドライブが趣味で、日本各

地でおいしいものを食べる

のが楽しみ。時には車中泊

をすることもあるそうです。

安藤尚基さん
相談は消費生活センターまで　 ８２－７８３０（ナヤミナシ）

問合せ　太田年金事務所  ４９－３７１６

●●●●●●●●●●●●●●休日当番医●●●●●●●●●●●●●●

「施設の入居権を譲って」
という電話は詐欺です！

【事例】
　介護施設の運営会社を名乗る人
から「近くに介護施設ができ、あ
なたにはその入居権がある」と電
話があった。身に覚えがなく「自
分には必要ない」と断ると「入居
権のない人にその権利を譲ってあ
げてほしい」と言われ、訳も分か
らないまま承諾した。
　後日、弁護士を名乗る人から電
話があり「入居するつもりがない
のに施設の入居権を申し込んだあ
なたの行為は犯罪にあたる。違反
金６００万円支払わないと逮捕さ
れ拘置所に入ることになる」と言
われた。
　あわててお金は用意したものの、
もしかしたら自分はだまされてい

るのではないか心配になった。
（80歳代 女性）

【ひとこと助言】
　実在する企業名などを名乗り
「高齢者施設の入居権を譲ってあ
げてほしい」などと持ちかける不
審な電話がかかってきたという相
談が多く寄せられています。この
ような電話は詐欺です。相手にせ
ずすぐに電話を切りましょう。
　話を聞いてしまうと、さまざま
な口実で金銭を要求されます。ま
た、一度支払ってしまうと取り戻
すことは困難です。たとえ不安に
感じても、話をうのみにせず、絶
対にお金を支払ったりしないよう
にしましょう。
　少しでも疑問や不安を感じた場
合には、すぐに消費生活センター
にご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症の影響により
国民年金保険料の納付が困難となった場合、
臨時特例による国民年金保険料の免除や猶
予などを申請することができます。

【対象となるかた】
　保険料の免除・猶予および学生納付特例
申請は、次の２点をいずれも満たしたかた
が対象となります。

①令和２年２月以降に新型コロナウイルス
　感染症の影響により収入が減少したこと

②令和２年２月以降の所得などの状況から
　見て、当年中の所得の見込みが、現行の
　国民年金保険料の免除等に該当する水準
　になることが見込まれること

※令和４年度分の申請を行う場合は、令和
　３年１月以降で収入が減少した月が対象
　となります。

【手続方法】
　お近くの年金事務所または板倉町役場住
民環境課戸籍年金係で申請ができます。

[問合せ] ねんきんダイヤル
 0570-05-1165（ナビダイヤル）

新型コロナウイルス感染症の
影響による減収を事由とする
国民年金保険料免除について

期 日 内 科 系 外 科 系 耳 鼻 科

10月２日
（日）

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

星野こどもクリニック※
７０－７２００

岡田整形外科クリニック
７２－３１６３

川田耳鼻咽喉科医院
７２－３３１４

10月９日
（日）

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

多々良診療所
７２－３０６０

川島脳神経外科医院
７５－５５１１ －

10月10日
（祝）

金丸内科医院
８８－３２００

小西医院
８６－２２６１

新橋病院
７５－３０１１ －

10月16日
（日）

かさはら内科医院
５５－２５３７

長谷川クリニック
８０－３３１１

小曽根整形外科
７２－７７０７

川村耳鼻咽喉科医院
７２－１３３７

10月23日
（日）

森下内科医院
７３－７７７６

神尾内科医院
７５－１２８８

澤田皮膚外科
７０－７７０３ －

10月30日
（日）

加藤医院
８９－１０３１

藤原医院
８８－７７９７

慶友整形外科病院
４９－９０００ －

11月３日
（祝）

おうら病院
８８－５６７８

たけい小児科・アレルギー科※
７６－２５２５

井上整形外科医院
８２－１１３１ －

11月６日
（日）

さくま内科胃腸科クリニック
５５－２５００

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

ふじの木整形･内科クリニック
９１－４０７０

板倉耳鼻咽喉科クリニック
８０－４３３３

歯 科
◆緊急　公立館林厚生病院　 ７２－３１４０（内科系・外科系）
◆コロナに関すること　群馬県受診・相談センター
　 ０５７０－０８２－８２０（24時間受付）

館林邑楽歯科保健医療センター
７３－８８１８
午前９時～正午

●診療時間は、午前９時～午後５時（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）　●内科系の※は、小児科のみとなります。
●受診前に必ず医療機関に電話で確認してください。　●救急テレホンサービス　 ７３－５６９９：受診可能な病院を紹介しています。
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交いたくらん一日警察署長いたくらん一日警察署長

通安全
　秋の全国交通安全運動期間初日

の９月21日（水）、いたくらん、ぽん

ちゃん（館林市）、メイちゃん（明和

町）の３キャラクターが、館林警

察署で一日警察署長に任命されま

した。

　いたくらんはこの後、駅近くの

スーパーマーケットで、たくさん

の人に交通安全を呼びかけまし

た。

認認知症サポーターステップアップ研修認知症サポーターステップアップ研修

知症の正しい理解を
　９月26日（月）、板倉町福祉センターで、認知症サポーター

養成講座を受講したかたのためのステップアップ研修が行

われ、15人が参加しました。

　認知症の正しい理解を広める活動をテーマに、自分が認

知症になったらどんな生活がしたいかや、認知症になって

しまうのではないかと不安を抱える人への声かけなどをグ

ループワークで学びました。

　９月９日（金）、南部公民館で、介護予防サポーターを対象

としたデジタルライフ教室が開かれました。全５回の教室

で、この日は16人のかたが各自のスマートフォンで調べた

いことの検索方法や地図の使い方など、基本的な操作を習

いました。

古いタイプですが、広報いたくらをつづるのに便利

なバインダーを差し上げます。希望するかたは情報

広報係にお越しください。

バインダーを差し上げます

スデジタルライフ教室デジタルライフ教室

マートフォンを身近に

　９月22日（木）、合の川水防センターで東小学校４年生を対

象に水防学校が開催されました。児童たちは、利根川上流

河川事務所職員によるビデオ上映やクイズを用いた学習、

板倉消防署員による水のうとプランターを使った簡易水防

工法などの体験、下五箇地区洪水避難タワーの見学など、

水害とその備えについて学びました。

　角
かく

田
た

栞
かん

南
な

さんは「どこに逃げるか、どんな持ち物が必要

なのか、家族で話し合いたいです」と話してくれました。

水水防学校水防学校

害と備えを学ぶ



スケジュール
○板倉町役場(町) ８２－１１１１
○保健センター(保) ８２－３７５７
○海洋センター(海) ８２－０８５８
○福祉センター(福) ８２－３９００
○児童館(児) ８２－２２７０
○環境下水道係 ８２－６１３２
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再生紙とベジタブルインキを使用し作成しています。
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1 　

◆県民交通安全日（毎月１日）
◆防災ラジオ定期放送

2 3 　 4 　 5 窓口延長 6 　 7 　 8 　

◆こあら学級(保健センター）
◆えいごであそぼう(児童館) ◆水道料金口座振替日

　(3～9区、10区の一部)

●ストレス・こころの健康相談(館保)
◆ハピマタ講座(保健センター）
◆おはなし会(児童館)

9 10 スポーツの日 11 　 12 窓口延長 13 　 14 　 15 　

●法律相談(役場)
◆おたのしみ広場(児童館) ●人権相談(北部公民館)

●行政相談(北部公民館)

◆おはなし会(児童館)

◆自転車マナーアップデー    
（毎月15日）

16 17 　 18 　 19 窓口延長 20 　 21 　 22 　

◆県民防犯の日（毎月16日）
◆板倉町近県少年野球大会
　1日目(渡良瀬グラウンド) ◆子育て講習会(児童館)

◆乳児健診(保健センター)
◆1歳児相談(保健センター)
◆0歳児童館(児童館)

◆おはなし会(児童館) ◆1歳6か月児健診(保健センター)
◆2歳児健診(保健センター)

◆板倉町近県少年野球大会
　2日目(渡良瀬グラウンド)
◆チャレンジ広場(児童館)

23 24 　 25 　 26 窓口延長 27 　 28 　 29 　

◆住民健診(海洋センター）
◆板倉町近県少年野球大会
　3日目(渡良瀬グラウンド)
◆板倉サッカークラブJr交流大会
　(渡良瀬グラウンド)
◆板倉町近隣交流バドミントン
　秋季大会(板倉高校体育館)
◆邑楽館林弓道大会(弓道場)

●農地相談(役場)
◆えいごであそぼう（児童館）

◆高齢者交通安全日
（毎月25日）

◆ぱおぱお（保健センター）
◆1・2歳児童館(児童館)

◆おはなし会(児童館)

30 31 　 11/1 　 2 窓口延長 3 　 4 　 5 　

◆町税・保険料納期限
◆えいごであそぼう（児童館）

◆県民交通安全日（毎月１日）
◆防災ラジオ定期放送

【定休日および休館日のお知らせ】※詳しくはお問い合わせください
○各公民館：月曜日および祝日
○海洋センター：月曜日および祝日翌日
○わたらせ自然館：月・火曜日および祝日の翌日
○文化財資料館：月曜日
○福祉センター：土・日曜日および祝日
○児童館：日曜日および祝日
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